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ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
長
い
階
段
を
上
っ
た
先
の
部
屋
に
、
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ

ン
（
一
三
九
九
／
一
四
〇
〇
〜
六
四
）
の
《
コ
ル
ン
バ
祭
壇
画
》
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
三
連
の
画
面
か
ら
な
る
作
品
で
、
最
初

の
画
面
は
純
粋
無
垢
な
マ
リ
ア
が
神
秘
の
受
胎
を
告
げ
ら
れ
る
場
面
、
中
央
画
面
は
東
方
か
ら
き
た
三
博
士
が
降
誕
し
た
幼
子

イ
エ
ス
を
礼
拝
す
る
場
面
、
最
後
の
画
面
は
聖
母
マ
リ
ア
が
幼
子
を
神
殿
に
奉
献
す
る
場
面
を
描
く
。
青
衣
の
聖
母
マ
リ
ア
の

姿
が
優
美
で
、
そ
の
気
品
あ
る
美
し
さ
は
た
と
え
よ
う
が
な
い
。
礼
拝
の
場
面
で
は
降
誕
の
祝
福
の
み
な
ら
ず
未
来
の
受
難
も

提
示
さ
れ
、
さ
ら
に
晴
れ
や
か
な
神
殿
奉
献
の
場
面
で
は
聖
母
の
未
来
の
悲
し
み
も
予
告
さ
れ
る
。
そ
の
哀
歓
に
み
ち
た
画
面

か
ら
名
状
し
が
た
い
情
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
文
豪
ゲ
ー
テ
は
「
こ
の
絵
画
一
点
で
も
私
の
全
詩
作
に
優
る
」
と
ま
で
讃
え
た（

（
（

。

た
し
か
に
、
こ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
佳
作
の
前
に
立
つ
た
び
に
離
れ
が
た
い
気
持
に
な
る
。

二
〇
数
年
前
の
こ
と
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
こ
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
る
と
、
日
本
人
の
団
体
が
ど
っ
と
入

っ
て
き
た
。
添
乗
員
か
ガ
イ
ド
か
、
ほ
か
の
作
品
に
目
も
く
れ
ず
、
ま
っ
す
ぐ
本
作
に
近
づ
き
簡
単
に
説
明
し
て
さ
っ
と
立
ち

去
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
光
景
が
い
ま
も
妙
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
画
家
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ

ェ
イ
デ
ン
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
で
活
動
し
た
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
（
一
三
九
〇
頃
～
一
四
四
一
）
に
匹
敵
す
る
画
家
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
う
し
て
美
術
館
内
で
案
内

さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
心
強
く
感
じ
た
。
そ
の
頃
は
特
定
の
祭
壇
画
の
考
察
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
こ
の
卓
越

し
た
画
家
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
て
な
お
道
半
ば
の
感
が
強
い
け
れ

は
じ
め
に
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ど
も
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
画
家
の
生
涯
と
彼
に
帰
属
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品
を
検
討
し
た
い
。

ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
が
活
動
し
た
時
代
の
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
現
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
）
は
、
ヴ
ァ
ロ
ア
朝
フ
ラ
ン
ス
王
家
の
分
家
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
支
配
地
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ジ
ョ
ン
を
拠
点

と
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
大ル

・
ア
ル
デ
ィ

胆
公
（
在
位
一
三
六
三
～
一
四
〇
四
）
は
、
一
三
六
九
年
に
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
ル
イ
・
ド
・
マ
ル
の

娘
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
・
マ
ル
と
結
婚
し
、
ル
イ
の
死
後
（
一
三
八
四
）
は
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
（
現
ベ
ル
ギ
ー
西
部
、
北
フ
ラ
ン

ス
の
一
部
）
を
領
土
と
し
た
。
そ
の
後
、
孫
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
善ル

・
ボ
ン

良
公
（
在
位
一
四
一
九
～
六
七
）
の
時
代
に
領
土
は
拡
大
し
、
一

四
二
九
年
に
ナ
ミ
ュ
ー
ル
、
三
〇
年
に
ブ
ラ
バ
ン
ト
、
リ
ン
ブ
ル
フ
を
公
領
と
し
、
三
二
年
に
は
エ
ノ
ー
、
ホ
ラ
ン
ト
、
ゼ
ー

ラ
ン
ト
を
得
て
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
全
土
を
ほ
ぼ
そ
の
傘
下
に
収
め
た
。
一
四
四
三
年
に
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
公
領
も
獲
得
し

て
い
る
。
そ
の
間
、
一
四
三
五
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
「
ア
ラ
ス
の
和
約
」
が
な
り
、
両
国
の
緊
張
関
係
は
緩
和
の
方
向
に
向

か
っ
た
。

父
の
ジ
ャ
ン
無サ

ン
・
プ
ー
ル

畏
公
（
在
位
一
四
〇
四
～
一
九
）
が
モ
ン
ト
ロ
ー
の
橋
上
で
暗
殺
さ
れ
た
後
、
公
国
を
継
い
だ
フ
ィ
リ
ッ
プ

善
良
公
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
（
ブ
ル
ッ
ヘ
）、
ヘ
ン
ト
（
ゲ
ン
ト
）
の
抵
抗
に
あ
い
な
が
ら
も
、
し
だ
い
に
拠
点
を
出
生
地
の
デ

ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
、
ヘ
ン
ト
、
イ
ー
プ
ル
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
な
ど
に
移
し
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
を
首
都
と
定
め
る
も
の
の
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
を
は
じ
め
各
地
に
宮
殿
を
設
け
て
頻
繁
に
移
動
を
繰
り
返
し
た
。
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ

ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
（
ロ
ヒ
ー
ル
と
略
す
）
の
活
動
期
は
ほ
ぼ
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
治
世
の
時
代
と
重
な
る
。
ロ
ヒ

ー
ル
は
善
良
公
の
肖
像
を
描
い
た
し
、
皇
太
子
時
代
の
シ
ャ
ル
ル
突ル

・
テ
メ
レ
ー
ル

進
公
（
在
位
一
四
六
七
～
七
七
）
の
肖
像
も
描
い
て
い
る
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
が
拠
点
を
移
す
に
つ
れ
て
、
そ
の
美
術
も
デ
ィ
ジ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
地
域
か
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
各

地
に
移
り
、
国
際
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
か
ら
の
転
換
が
図
ら
れ
た
。
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
優
美
な
宮
廷
美
術
に
最
初
に
写
実
の
く
さ
び
を

打
ち
こ
ん
だ
の
は
、
主
に
そ
こ
で
活
動
し
た
彫
刻
家
ク
ラ
ウ
ス
・
ス
リ
ュ
ー
テ
ル
（
一
四
〇
五
／
〇
六
没
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
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力
強
い
造
形
は
彫
刻
の
み
な
ら
ず
絵
画
に
も
影
響
を
与
え
、
や
が
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
各
地
に
地
方
固
有
の
写
実
の
様
式
が
生

み
出
さ
れ
た
。
地
方
様
式
と
い
う
べ
き
そ
の
芸
術
は
、
ま
だ
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
も
の
の
、「
新
し
い
芸
術
」

（ars nova

）（
（
（

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
主
義
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。

北
の
ホ
ラ
ン
ト
地
方
よ
り
も
南
の
広
義
の
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
（
現
ベ
ル
ギ
ー
）
の
ほ
う
が
、
毛
織
物
業
、
金
融
業
を
中
心
に

財
政
が
豊
か
だ
っ
た
し
、
宮
廷
人
、
都
市
貴
族
、
富
裕
な
市
民
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
外
国
商
人
が
集
結
し
て
い
た
の

で
、
一
五
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
は
南
部
の
都
市
を
中
心
に
展
開
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
領
の
ト
ゥ
ル
ネ
を
含
め
、
ブ
リ
ュ

ー
ジ
ュ
、
ヘ
ン
ト
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
義
の
フ
ラ
ン
ド
ル
美
術
と
称
す
る
が
、

北
の
ホ
ラ
ン
ト
地
方
で
も
、
ハ
ー
ル
レ
ム
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
は
独
自
の
絵
画
活
動
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
美
術
と
も
総
称
さ
れ
る
。

ア
ル
プ
ス
の
北
で
は
人
文
主
義
思
想
は
ま
だ
流
布
し
な
か
っ
た
が
、
新
し
い
信
仰
の
あ
り
か
た
が
問
わ
れ
始
め
た
し
、
身
近

な
現
実
世
界
に
も
関
心
を
寄
せ
た
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
は
そ
の
要
請
に
応
え
て
、
物
の
質
感
、
量
感
の
あ
る
人
体
、
身

辺
の
事
物
、
奥
行
の
あ
る
室
内
空
間
と
戸
外
風
景
を
と
ら
え
た
。
目
に
見
え
な
い
世
界
を
描
く
宗
教
画
の
分
野
に
お
い
て
も
、

そ
の
現
実
主
義
が
細
密
な
写
実
描
写
と
な
っ
て
独
自
の
様
相
を
呈
し
た
。
個
人
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
結
果
、
宗
教
画
の
ほ
か
に
肖
像
画
の
分
野
も
発
達
を
み
た
。

一
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
は
、
範
と
し
て
イ
タ
ロ
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
と
古
典
古
代
の
美
術
が
あ
り
、
そ
の
写
実
は

美
の
規
範
を
求
め
る
理
想
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
美
の
規
範
を
も
た
な
い
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
写
実
は
、
日

常
性
に
も
と
づ
く
視
覚
世
界
の
再
現
に
あ
っ
た
。
新
た
に
開
発
さ
れ
た
油
彩
技
法
に
よ
る
細
密
な
写
実
描
写
が
そ
の
絵
画
の
著

し
い
特
性
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
板
絵
の
出
現
は
、
イ
タ
リ
ア
に
比
べ
る
と
か
な
り
遅
く
、
一
五
世
紀
に

な
っ
て
本
格
化
し
た
。
一
四
二
〇
年
頃
ま
で
は
国
際
様
式
の
写
本
挿
絵
が
主
流
で
あ
っ
て
、
図
像
表
現
で
も
形
式
面
で
も
板
絵

に
先
行
し
て
い
た
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
出
身
で
パ
リ
を
中
心
に
活
動
し
た
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ラ
マ
ン
の
ラ
ン
ブ
ー
ル
兄
弟
、
ブ
シ
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コ
ー
の
画
家
な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
板
絵
画
家
の
多
く
は
修
業
期
に
写
本
挿
絵
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
出
発
し
て
板
絵
の
道
を
開
拓
し
た
。
む
ろ
ん
、
写
本
画
家
と
板
絵
画
家
は
相
互
に
影
響
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
油
彩
画

法
の
確
立
に
よ
っ
て
板
絵
の
黄
金
期
を
迎
え
た
。

一
四
二
〇
年
代
以
降
、
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
に
よ
っ
て
亜
麻
仁
油
と
樹
脂
を
混
ぜ
た
展
色
剤
を
使
っ
た
油
彩
技
法
が
確
立

し
た（

（
（

。
そ
の
技
法
の
特
性
は
純
粋
色
を
何
層
も
重
ね
る
グ
ラ
ッ
シ
（
重
ね
塗
り
）
の
手
法
で
、
透
明
感
の
あ
る
輝
か
し
い
色
彩

と
物
の
質
感
を
み
ご
と
に
と
ら
え
た
。
北
方
で
開
発
さ
れ
た
油
彩
画
法
は
、
展
色
剤
に
卵
を
使
う
テ
ン
ペ
ラ
画
法
に
親
し
ん
で

き
た
イ
タ
リ
ア
の
画
家
た
ち
を
も
魅
了
し
た
。
そ
の
技
法
に
よ
っ
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
は
、
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
比
肩
す
る

だ
け
の
発
展
を
み
た
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
大
壁
画
、
華
麗
な
大
祭
壇
画
な
ど
が
聖
堂
、
世
俗
建
築
を
飾
っ
た
が
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
は
、
小
型
・
中

型
の
祭
壇
画
、
板
絵
が
聖
堂
や
部
屋
を
飾
り
、
大
型
の
画
面
は
限
ら
れ
て
い
た
。
一
五
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
は
一
般
に

「
質
と
画
面
の
大
き
さ
が
反
比
例
す
る
」、
と
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー
は
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
む
ろ
ん
例
外
は
あ
っ
て
、
ヴ
ァ
ン
・
エ

イ
ク
兄
弟
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
ほ
か
に
、
ヒ
ュ
ー
ホ
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ー
ス
（
一
四
四
〇
頃
～
八
二
）、
ハ
ン
ス
・
メ
ム
リ
ン
ク

（
一
四
三
〇
／
四
〇
〜
九
四
）
ら
は
質
の
高
い
大
画
面
を
遺
し
て
い
る
。
と
く
に
ロ
ヒ
ー
ル
は
大
作
を
い
く
つ
か
制
作
し
た
。

ナ
ポ
リ
王
ア
ラ
ゴ
ン
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
五
世
に
仕
え
た
イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
者
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
フ
ァ
ツ
ィ
オ
の
『
名

士
伝
』（
一
四
五
六
頃
）
の
著
名
画
家
の
項
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
・
ダ
・
フ
ァ
ブ
リ
ア
ー
ノ
（
一
三
七
〇
頃
～

一
四
二
七
）、
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
（
一
三
九
五
頃
～
一
四
五
五
頃
）
と
な
ら
ん
で
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
、
ロ
ヒ

ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る（

（
（

。
一
五
世
紀
半
ば
の
イ
タ
リ
ア
で
は
北
方
の
油
彩
画
法
は
魅
力

的
で
あ
り
、
彼
ら
の
作
品
が
熱
心
に
蒐
集
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
二
人
の
画
家
が
イ
タ
リ
ア
で
著
名
だ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

貴
重
な
証
言
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
魅
力
は
、
細
密
な
写
実
描
写
と
油
彩
に
よ
る
輝
か
し
い
色
彩
表
現
に
あ
っ
た
。
そ
の
絵
画
が
内
包
す
る
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の
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
精
神
に
も
と
づ
く
敬
虔
な
心
情
で
あ
る
。
敬
虔
で
静
謐
な
聖
母
画
が
あ
る
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
を
描

く
悲
痛
な
場
面
で
は
登
場
人
物
の
多
く
が
涙
を
流
し
て
お
り
、
見
る
者
の
心
に
直
截
に
訴
え
か
け
て
く
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画

の
底
流
を
流
れ
る
の
は
、
こ
の
「
敬
虔
な
心
情
」
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

敬
虔
で
静
謐
な
聖
母
画
で
は
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
を
拠
点
と
し
た
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
が
、
心
情
に
訴
え
る
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
受
難
画
で
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
拠
点
と
し
た
ロ
ヒ
ー
ル
が
、
そ
う
し
た
絵
画
世
界
の
基
盤
を
築
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の

フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
展
開
は
、
自
然
観
照
に
徹
し
た
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の
絵
画
世
界
と
、
内
な
る
感
情
に
訴
え
た
ロ
ヒ
ー
ル
の

絵
画
世
界
と
が
交
錯
す
る
形
で
進
展
し
た
。
と
り
わ
け
ロ
ヒ
ー
ル
の
情
感
豊
か
な
親
し
み
や
す
い
絵
画
は
、
一
五
世
紀
後
半
を

通
し
て
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
よ
り
も
は
る
か
に
影
響
力
が
強
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ド
ル
美
術
、
と
り
わ
け
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
の
絵
画
の
特
性
に
つ
い
て
、
一
五
、
一
六
世
紀

の
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
の
証
言
を
得
よ
う
。
そ
の
一
人
は
考
古
学
の
父
と
も
称
さ
れ
る
人
文
主
義
者
の
ア
ン
コ
ー
ナ
の
キ
リ
ア
ク

ス
で
、
一
四
四
九
年
に
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
の
宮
廷
で
み
た
ロ
ヒ
ー
ル
の
三
連
画
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る（

（
（

。

ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
有
名
人
で
、
絵
画
の
栄
光
に
つ
つ
ま
れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
（
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
）
に
次
い
で
、
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
の
ロ
ヒ
ー
ル
は
こ
の
時
代
の
傑
出
し
た
画
家
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
最
も
卓
越
し
た
画
家
の
手
に
な
る
す

ば
ら
し
い
絵
画
を
、
一
四
四
九
年
七
月
八
日
、
名
高
い
リ
オ
ネ
ッ
ロ
・
デ
ス
テ
侯
が
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
で
私
に
見
せ
て
く
れ

た
。
そ
こ
に
は
わ
れ
わ
れ
人
類
の
始
祖
と
、
神
の
化
身
が
被
っ
た
十
字
架
降
下
の
受
難
が
、
最
も
敬
虔
な
イ
メ
ー
ジ
で
、

深
い
悲
し
み
の
な
か
で
立
ち
つ
く
す
多
数
の
男
女
と
と
も
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
み
ご
と
に
描
か
れ
て
い
て
、

人
間
の
技
と
い
う
よ
り
神
の
技
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
人
々
の
顔
は
生
き
生
き
と
息
づ
い
て
お
り
、
生
き
て
い

る
か
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
く
死
者
は
死
ん
だ
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
と
く
に
多
く
の
衣
装
、

多
彩
な
兵
た
ち
の
外
衣
や
衣
服
は
、
紫
と
金
色
に
よ
っ
て
際
立
っ
て
見
え
る
。
花
咲
く
草
原
、
花
々
や
木
々
、
葉
の
茂
る



vi

はじめに

日
陰
の
丘
、
さ
ら
に
ま
た
飾
り
た
て
た
柱
廊
玄
関
と
広
間
、
本
物
の
金
と
し
か
見
え
な
い
黄
金
、
真
珠
、
貴
金
属
、
そ
の

ほ
か
す
べ
て
の
も
の
が
、
人
間
の
手
に
よ
る
技
術
で
は
な
く
、
万
物
を
生
み
出
す
自
然
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
は
、
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
と
と
も
に
国
際
的
な
名
声
を
得
た
画
家
だ
っ
た
。

ロ
ヒ
ー
ル
は
一
四
五
〇
年
に
ロ
ー
マ
に
旅
行
す
る
が
、
そ
の
前
に
す
で
に
彼
の
作
品
が
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
に
あ
っ
て
評
判
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
侯
の
手
元
に
あ
っ
た
作
品
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
一
四
五
六
年
頃

の
フ
ァ
ツ
ィ
オ
の
『
名
士
伝
』
に
も
言
及
が
あ
っ
て
、
両
翼
パ
ネ
ル
は
楽
園
追
放
と
君
主
の
祈
禱
像
、
中
央
パ
ネ
ル
は
十
字
架

降
下
の
三
連
画
で
あ
っ
た
。
ア
ン
コ
ー
ナ
の
キ
リ
ア
ク
ス
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
作
品
に
「
敬
虔
な
心
情
」
と
「
細
密
な
写
実
」
を

み
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
ロ
ヒ
ー
ル
が
め
ざ
し
た
絵
画
で
あ
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ド
ル
美
術
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
っ
た
。

同
じ
イ
タ
リ
ア
人
の
ヤ
コ
ポ
・
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
は
、
一
四
七
一
～
八
〇
年
頃
の
エ
ピ
グ
ラ
ム
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
五
人
の

芸
術
家
─
─
写
実
に
秀
で
た
ゼ
ウ
ク
シ
ス
、
古
代
で
最
も
有
名
な
画
家
ア
ペ
レ
ス
、
画
家
で
彫
刻
家
の
エ
ウ
フ
ラ
ノ
ー
ル
、
ゼ

ウ
ク
シ
ス
と
腕
を
競
っ
た
パ
ラ
シ
オ
ス
、
イ
ピ
ゲ
ネ
イ
ア
の
犠
牲
の
絵
で
有
名
な
テ
ィ
マ
ン
テ
ス
─
─
と
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ

ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
と
を
比
較
し
、
彼
ら
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
と
賞
讃
し
て
い
る（

（
（

。
と
く
に
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
を

描
く
敬
虔
な
絵
を
挙
げ
、「
誰
も
か
れ
も
が
涙
を
う
か
べ
て
い
る
」
と
讃
え
る
。
テ
ィ
マ
ン
テ
ス
と
同
じ
パ
ト
ス
の
画
家
と
し

て
、
ロ
ヒ
ー
ル
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
人
、
ス
ペ
イ
ン
の
著
述
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ホ
ラ
ン
ダ
の
『
絵
に
関
す
る
四
つ
の
対
話
』（
一
五
四
八
）
に
お

け
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
有
名
な
証
言
を
聞
こ
う（

（
（

。
こ
れ
は
直
接
ロ
ヒ
ー
ル
の
作
品
に
ふ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
主
と
し
て

彼
の
絵
画
世
界
を
受
け
継
い
だ
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
全
般
に
対
す
る
論
評
で
あ
る
。
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フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
絵
画
よ
り
も
敬
虔
な
人
た
ち
を
喜
ば
す
。
イ
タ
リ
ア
画
は
見
て
も

涙
を
催
さ
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ド
ル
画
は
見
る
人
に
涙
を
流
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
画
が
力
強
さ
と
長
所
を
も
っ

て
い
る
た
め
で
な
く
、
敬
虔
な
人
た
ち
の
善
良
さ
に
訴
え
る
絵
画
で
あ
る
た
め
だ
。
フ
ラ
ン
ド
ル
画
は
女
た
ち
を
、
と
く

に
老
女
と
若
い
娘
を
、
修
道
士
と
尼
僧
を
、
真
の
調
和
を
理
解
で
き
な
い
若
干
の
貴
族
た
ち
を
喜
ば
す
。
フ
ラ
ン
ド
ル
の

画
家
た
ち
は
目
に
見
え
る
も
の
を
正
確
無
比
に
描
き
、
人
々
を
喜
ば
せ
る
も
の
、
悪
口
を
い
う
は
ず
が
な
い
聖
人
や
預
言

者
た
ち
を
描
く
。
彼
ら
は
、
風
景
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
、
あ
ち
こ
ち
に
多
く
の
人
物
を
配
し
た
、
く
だ
ら
な
い
物
や
石
造
物
、

野
原
の
緑
草
、
木
陰
、
川
や
橋
を
描
く
。
そ
れ
ら
す
べ
て
は
あ
る
人
た
ち
を
喜
ば
す
け
れ
ど
も
、
理
性
も
芸
術
も
均
斉
も

比
例
も
な
く
、
技
術
の
選
択
も
大
胆
さ
も
な
く
、
要
す
る
に
実
体
も
力
も
な
い
も
の
だ
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
厳
し
い
自
然
主
義
の
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
よ
り
も
、
ロ
ヒ
ー
ル
か
ら
派
生
し
た
情
動
的
な
フ
ラ
ン
ド
ル

絵
画
の
特
性
を
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
。
身
の
周
り
の
事
物
や
風
景
を
微
細
に
描
く
描
写
力
を
認
め
な
が
ら
、
理
想
美
の
追
求
よ

り
も
現
実
の
再
現
に
固
執
し
、
構
想
力
や
科
学
性
に
と
ぼ
し
い
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
で
感
傷
的
な
絵
画
を
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人
の
立
場

か
ら
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
の
だ
。
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
周
辺
に
は
、
細
密
な
写
実
に
固
執
し
つ
つ
、

敬
虔
な
心
情
を
表
わ
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
が
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
レ
イ
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
後
半

に
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
で
活
動
し
た
ハ
ン
ス
・
メ
ム
リ
ン
ク
の
パ
ト
ロ
ン
の
五
分
の
一
は
イ
タ
リ
ア
人
だ
っ
た
と
い
う（

（
（

。

キ
リ
ア
ク
ス
の
賞
讃
も
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
批
判
も
、
い
ず
れ
も
正
鵠
を
射
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
と
比

較
す
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
絵
画
が
美
し
い
人
体
比
例
を
も
た
ず
、
科
学
的
な
遠
近
法
を
知
ら
な
か
っ

た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
細
密
な
写
実
描
写
、
油
彩
に
よ
る
輝
か
し
い
色
彩
、
敬
虔
な
絵
画
が
「
新
し
い
芸
術
」

の
魅
力
を
も
ち
、
イ
タ
リ
ア
人
を
魅
惑
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
魅
惑
の
絵
画
世
界
を
切
り
開
い
た
画
家
の
ひ
と
り

が
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
で
あ
っ
た
。
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ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
と
ち
が
っ
て
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
古
風
な
気
質
を
保
持
し
た
画
家
で
─
─
焼
失
し
た
市
庁
舎
の
正
義
図
の
連
作

を
除
い
て
─
─
サ
イ
ン
や
年
記
を
記
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
確
実
な
作
品
は
一
点
も
な
く
、
そ
の
帰
属
や
制
作
年
代
は
す

べ
て
推
測
に
よ
る
し
か
な
い
。
彼
の
真
筆
か
工
房
制
作
か
、
判
断
の
分
か
れ
る
作
品
が
い
く
つ
か
あ
る
。
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー

の
浩
瀚
な
『
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
』
の
英
語
版
で
は
、
五
〇
数
点
を
ロ
ヒ
ー
ル
の
作
品
と
し
て
挙
げ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、

そ
の
半
数
近
く
が
今
日
で
は
工
房
作
品
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
大
方
の
研
究
者
が
真
筆
と
認
め
る
の
は
三
〇
点
に
み
た
な
い
油

彩
画
で
、
ほ
か
に
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
と
素
描
が
遺
る
。
失
わ
れ
た
作
品
も
多
い
が
、
遺
さ
れ
た
作
品
だ
け
で
も
画
家
が
描
い
た

絵
画
世
界
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
ヒ
ー
ル
の
絵
画
は
宗
教
画
と
肖
像
画
に
集
約
で
き
る
。
宗
教
画
で
は
、
聖
堂
や
礼
拝
堂
を
飾
る
祭
壇
画
、
個
人
や
共
同
体

の
信
仰
心
を
高
め
る
祈
念
画
や
聖
史
画
を
制
作
し
た
。
肖
像
画
で
は
、
人
物
の
外
形
や
地
位
の
み
な
ら
ず
、
敬
虔
な
信
仰
心
を

示
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
き
に
は
市
庁
舎
の
た
め
に
訓
戒
を
こ
め
た
世
俗
画
を
制
作
し
た
。

ゴ
シ
ッ
ク
の
時
代
精
神
に
生
き
た
ロ
ヒ
ー
ル
は
、
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の
よ
う
な
芸
術
家
意
識
を
も
っ
た
革
新
者
と
い
う
よ
り

も
、
中
世
来
の
職
人
気
質
を
も
っ
た
画
家
で
あ
っ
た
。
職
人
と
い
っ
て
も
、
む
ろ
ん
自
立
し
た
親
方
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て

活
動
し
た
。
祭
壇
画
や
肖
像
画
の
注
文
制
作
に
応
じ
つ
つ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
都
市
の
画
家
と
し
て
、
市
庁
舎
の
装
飾
や
宗
教

行
事
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
宮
廷
画
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
際
的
な
名
声
を
得
て
か
ら
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
宮
廷
の
み
な
ら
ず
、

ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
の
宮
廷
人
と
関
わ
り
を
も
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
メ
デ
ィ
チ
家
、
ト
リ
ノ
近
く
の
キ
エ
ー
リ
の
デ
・

ヴ
ィ
ッ
ラ
家
か
ら
も
注
文
を
得
た
。
そ
う
し
た
多
方
面
の
活
動
の
た
め
に
、
多
く
の
遍
歴
助
手
な
ど
を
擁
す
る
大
工
房
を
経
営

し
た
。

ロ
ヒ
ー
ル
の
生
涯
の
活
動
は
、
一
四
五
〇
年
の
ロ
ー
マ
巡
礼
を
境
に
前
期
と
後
期
に
分
け
ら
れ
る
。
一
般
に
は
も
う
少
し
細

分
化
し
て
、
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
デ
レ
ン
ダ
は
、
一
四
三
〇
～
三
六
年
を
「
総
合
の
時
代
」、
一
四
三
六

～
五
二
年
を
「
厳
格
な
時
代
」、
一
四
五
二
～
六
四
年
を
「
抒
情
の
時
代
」
と
三
期
に
分
け
る（

（1
（

。「
都
市
の
画
家
」
と
な
っ
た
一
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四
三
六
年
を
初
期
と
中
期
の
境
と
す
る
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
初
期
を
一
四
三
二
頃
～
四
二
年
頃
、
中
期
を
一
四
四
二

頃
～
五
〇
年
頃
、
後
期
を
一
四
五
〇
頃
〜
六
四
年
と
す
る（

（1
（

。
初
期
と
中
期
の
分
岐
点
を
プ
ラ
ド
美
術
館
の
︽
十
字
架
降
下
︾

（
口
絵
1
）
に
お
く
が
、
こ
の
作
品
の
制
作
年
を
一
四
四
二
年
頃
と
推
定
す
る
の
は
首
肯
し
が
た
い
。

本
書
で
は
便
宜
上
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
の
活
動
を
次
の
四
期
に
分
け
る
。

ト
ゥ
ル
ネ
時
代
（
一
四
二
七
～
三
五
年
頃
）

初
期
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時
代
（
一
四
三
五
～
四
〇
年
）

中
期
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時
代
（
一
四
四
〇
年
代
）

後
期
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時
代
（
一
四
五
〇
～
六
四
年
）

中
期
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時
代
と
後
期
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時
代
の
間
に
、
一
四
五
〇
年
の
ロ
ー
マ
巡
礼
が
は
さ
ま
る
。
こ
う
し
た
大

雑
把
な
時
代
区
分
で
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
真
筆
と
思
わ
れ
る
作
品
の
観
察
と
そ
の
様
式
の
展
開
を
追
う
こ
と
に
し
た
い
。
と
は
い
え
、

真
筆
か
工
房
作
品
か
判
断
に
迷
う
作
品
が
い
く
つ
か
あ
り
、
制
作
年
の
明
確
な
作
品
は
な
い
に
等
し
い
。

近
年
、
従
来
の
エ
ッ
ク
ス
線
、
赤
外
線
の
調
査
の
ほ
か
に
赤
外
線
反
射
写
真
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
画
面
の
下
に
隠
さ
れ
た
下

描
き
の
調
査
が
精
密
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
光
学
調
査
に
よ
っ
て
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
自
由
闊
達
な
下
描
き
が
明
ら
か
に
な
る
と
と

も
に
、
下
描
き
が
親
方
の
手
に
な
る
か
別
人
か
、
複
数
の
手
に
な
る
か
、
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
ロ
ヒ
ー
ル
の
作

品
の
多
く
が
、
下
描
き
か
ら
本
制
作
に
移
る
過
程
で
か
な
り
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
レ
プ
リ
カ
と
さ

れ
た
︽
ミ
ラ
フ
ロ
レ
ス
祭
壇
画
︾（
口
絵
2
）
が
真
筆
と
確
認
で
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
科
学
調
査
の
成
果
で
あ
る
。

支
持
体
の
年
輪
を
調
べ
、
伐
採
時
期
を
特
定
す
る
年
輪
年
代
学
の
調
査
は
、
制
作
年
代
を
判
定
す
る
重
要
な
手
段
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
。
こ
の
調
査
に
は
誤
差
も
あ
っ
て
決
め
手
と
は
な
ら
な
い
が
、
伐
採
上
限
年
を
特
定
す
る
こ
と
で
生
前
の
作
品
か
没

後
の
模
作
か
推
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。



x

はじめに

し
か
し
な
が
ら
、
帰
属
や
制
作
年
代
の
推
定
は
、
現
今
の
科
学
調
査
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
今
日
で

も
個
々
の
作
品
に
対
す
る
研
究
者
の
判
断
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
真
筆
と
思
わ
れ
る
作
品
を
観
察
す
る
に
し
て
も
、
推

測
と
仮
説
に
よ
る
一
応
の
目
安
に
す
ぎ
な
い
。
判
断
の
基
準
は
独
自
性
と
様
式
、
筆
力
と
質
の
高
さ
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
と

く
に
簡
潔
明
快
な
構
図
、
美
し
い
線
と
形
と
色
、
静
と
動
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
を
重
視
し
て
ロ
ヒ
ー
ル
作
品
を
判
断
し
て
ゆ

き
た
い
。

ロ
ヒ
ー
ル
作
品
を
裏
づ
け
る
確
実
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
少
な
い
。
現
存
し
な
い
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市
庁
舎
の
正
義
図
を
別
と
す

れ
ば
、
古
記
録
が
残
る
三
点
の
作
品
が
彼
の
基
準
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
没
後
の
記
録
だ
が
、
一
五
七
四
年
の
エ
ス
コ
リ
ア

ル
宮
の
目
録
に
あ
る
︽
十
字
架
降
下
︾、
大
作
の
︽
キ
リ
ス
ト
磔
刑
︾（
口
絵
3
）、
一
七
八
三
年
の
ポ
ン
ス
の
旅
行
記
に
あ
る

︽
ミ
ラ
フ
ロ
レ
ス
祭
壇
画
︾、
そ
の
三
点
で
あ
る
。《
十
字
架
降
下
》
は
初
期
、︽
ミ
ラ
フ
ロ
レ
ス
祭
壇
画
︾
は
中
期
、︽
キ
リ
ス

ト
磔
刑
︾
は
後
期
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
一
応
の
基
準
に
し
て
帰
属
問
題
や
様
式
の
特
性
を
探
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
書
で
は
研
究
者
た
ち
の
見
解
を
ふ
ま
え
、
異
論
は
異
論
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
筆
者
な
り
の
判
断
に
も
と
づ
い
て
、

ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
の
生
涯
と
彼
な
い
し
工
房
に
帰
属
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品
を
観
察
し
た
い
。
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一

画
家
の
素
顔

ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
は
、
小
品
の
聖
母
画
、
肖
像
画
か
ら
大
作
の
正
義
図
、
最
後
の
審
判
図
、
磔
刑

画
ま
で
、
多
様
な
主
題
を
多
彩
に
描
い
た
精
緻
に
し
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
画
家
だ
っ
た
。
傑
出
し
た
画
家
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
人
文
主
義
者
・
詩
人
の
ド
ミ
ニ
ク
ス
・
ラ
ン
プ
ソ
ニ
ウ
ス
の
詩
画
集
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
著
名
画
家
の
肖
像
』（
一

五
七
二
）
中
の
頌
詩
に
よ
れ
ば

（
１
）、「

自
ら
の
筆
で
得
た
富
を
貧
者
の
救
済
の
た
め
に
分
け
与
え
る
」
高
潔
で
無
私
の
人
柄
で
あ

っ
た
。

画
家
は
ど
の
よ
う
な
容
姿
だ
っ
た
か
。
マ
ル
カ
ン
ト
ニ
オ
・
ミ
キ
エ
ル
の
手
稿
『
ア
ノ
ニ
モ
・
モ
レ
ッ
リ
ア
ー
ノ
（
美
術
品

消
息
）』（
一
五
二
一
～
四
三
）
に
よ
る
と（

（
（

、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ズ
ア
ン
・
ラ
ム
家
に
一
四
六
二
年
の
年
記
の
あ
る
、
ロ
ヒ
ー
ル

の
小
品
の
油
彩
に
よ
る
自
画
像
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
自
画
像
は
遺
っ
て
い
な
い
し
、
ロ
ヒ
ー
ル
が
小
品
に
年
記
を
記
し
た

と
も
思
え
な
い
。
だ
が
、
彼
の
顔
貌
を
知
る
手
が
か
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
画
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・
ブ
ッ
ク
が
素
描
し
た
、
宮
廷
人
や
著
名
人
の
肖
像
の
模
写

集
『
ア
ラ
ス
撰
集
』（
一
五
六
七
頃
）
中
の
ロ
ヒ
ー
ル
の
肖
像
（
図
1
）
で
あ
る
。
単
純
な
線
描
に
わ
ず
か
な
陰
影
を
ほ
ど
こ
し

た
チ
ョ
ー
ク
素
描
で
、
壮
年
期
の
画
家
が
無
地
を
バ
ッ
ク
に
大
き
く
見
開
い
た
目
を
斜
め
前
方
に
向
け
て
い
る
。
こ
れ
は
失
わ

第
1
章

謎
の
前
半
生
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れ
た
画
家
の
自
画
像
を
模
写
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
短

く
刈
っ
た
髪
で
、
髭
は
な
く
、
大
き
な
目
、
高
い
鼻
、
厚
ぼ

っ
た
い
口
唇
、
額
に
刻
ま
れ
た
深
い
三
本
の
筋
が
、
思
慮
深

い
熟
年
の
画
家
の
相
貌
を
伝
え
る
。
そ
の
上
半
身
か
ら
判
断

す
る
限
り
、
中
肉
中
背
の
気
品
の
あ
る
紳
士
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
ロ
ヒ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
、
一
五
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
画
家
の
多
く
は
髭
を
は
や
し
て
お
ら
ず
、
立
派
な
髭
を

た
く
わ
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
六
世
紀
以
降
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
は
、
ラ
ン
プ
ソ
ニ
ウ
ス
の
詩
画

集
に
あ
る
、
コ
ル
ネ
リ
ス
・
コ
ー
ル
ト
の
手
に
帰
属
す
る
銅

版
画
の
肖
像
（
図
2
）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
ア
ラ
ス
撰
集
』

に
も
と
づ
く
版
画
で
、
す
っ
き
り
し
た
顔
立
ち
の
画
家
が
、

画
室
に
立
っ
て
右
腕
を
縁
に
お
き
な
が
ら
、
斜
め
前
方
に
思

慮
深
い
目
を
向
け
る
。
壁
に
は
小
型
の
半
円
ア
ー
チ
矩
形
の

枠
の
な
か
に
「
ピ
エ
タ
」
の
絵
が
か
か
り
、
画
家
の
前
に
た

て
か
け
た
白
地
の
支
持
体
に
は
自
身
の
影
が
自
画
像
の
よ
う

に
映
っ
て
い
る
。
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
が
伝
え
る
よ
う
に
、
人
間
の
影
の
輪
郭
線
を
な
ぞ
る
の
が
絵
画
の
起
源
だ
と
す
れ
ば
、
画
家

は
支
持
体
を
前
に
そ
の
原
点
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
肖
像
版
画
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
容
貌
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
彼
が
描
い
た
二
大
ジ
ャ
ン
ル
─
─
宗
教
画
と
肖
像
画
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。
宗
教
画
の
主
題
と
し
て
「
ピ
エ
タ
」
を
示
す
こ
と
で
、
ロ
ヒ
ー
ル
が
受
難
劇
を
描
く
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を

図 1	 ジャック・ル・ブック《ロヒー
ル・ヴァン・デル・ウェイデン
の肖像》素描 1567 頃、『アラス
撰集』アラス市立図書館

図 2	 コルネリス・コールト《ロヒ
ール・ヴァン・デル・ウェイ
デンの肖像》銅版画、1572、
ランプソニウス『ネーデルラ
ント著名画家の肖像』より
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印
象
づ
け
る
。
ロ
ヒ
ー
ル
の
真
筆
と
認
め
ら
れ
る
肖
像
画
は
四
、
五
点
に
す
ぎ
な
い
が
、
工
房
作
品
を
加
え
れ
ば
十
数
点
に
達

し
、
す
ぐ
れ
た
肖
像
画
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
版
画
に
よ
っ
て
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
顔
と
画
業
は
後
世
に
定
着
し
た
と
い
え

よ
う
。
ち
な
み
に
、
先
に
引
用
し
た
ラ
ン
プ
ソ
ニ
ウ
ス
の
頌
詩
の
大
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

ロ
ヒ
ー
ル
よ
、
遠
い
昔
に
描
い
た
汝
の
す
ば
ら
し
い
絵
画
に
、
わ
れ
ら
が
い
か
な
る
讃
辞
を
捧
げ
よ
う
と
も
十
分
で
は
な

い
。
わ
れ
ら
啓
蒙
の
時
代
に
生
き
る
多
く
の
画
家
た
ち
に
は
学
ぶ
に
値
す
る
作
品
ば
か
り
だ
。
そ
れ
を
察
知
す
る
だ
け
の

知
性
を
彼
ら
が
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
。
正
義
の
道
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
に
と
判
事
を
教
示
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
絵
画
が
、

け
だ
し
そ
の
証
し
だ
。
自
ら
の
筆
で
得
た
富
を
貧
者
の
救
済
の
た
め
に
分
け
与
え
よ
う
と
し
た
、
汝
の
遺
言
を
誰
が
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
地
上
に
遺
し
た
作
品
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
消
え
去
ろ
う
と
も
、
あ
の
美
し
い
作
品
の
数
々

は
、
天
上
に
お
い
て
永
遠
に
輝
く
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
に
、
研
究
者
の
多
く
が
ロ
ヒ
ー
ル
の
自
画
像
と
み
な
す
扮
装
肖
像
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
画
家
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に

移
住
し
て
間
も
な
く
描
い
た
︽
聖
母
を
描
く
聖
ル
カ
︾（
口
絵
4
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
画
家
組
合
の
た
め
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
銀
尖
筆
を
手
に
し
て
聖
母
を
デ
ッ
サ
ン
す
る
聖
ル
カ
は
、
画
家
の

自
画
像
と
目
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。
現
に
故
郷
の
ト
ゥ
ル
ネ
に
は
、
こ
れ

を
元
に
し
た
ロ
ヒ
ー
ル
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
。
聖
人
の
顔
は
理
想
化
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
本
制
作
の
前
に
素
描
す
る
ロ
ヒ
ー
ル
の
作
画
法
を
示
し

て
お
り
、
聖
母
を
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
聖
ル
カ
に
扮
装
し
た
画
家
の
自
画

像
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
デ
ス
ト
レ
は
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の

図 3	 《聖母を描く聖ルカ》部分
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二 トゥルネのカンパン工房

︽
キ
リ
ス
ト
埋
葬
︾（
図
88
）
に
お
け
る
正
面
を
向
い
た
ニ
コ
デ
モ
を
、

ロ
ヒ
ー
ル
の
自
画
像
と
推
測
し
た（

（
（

。
し
か
し
今
日
で
は
、
そ
れ
は
メ

デ
ィ
チ
家
ゆ
か
り
の
人
物
の
扮
装
肖
像
だ
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ

る
。古

記
録
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
市
庁
舎
に
あ
っ
た

四
点
の
正
義
図
に
も
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
自
画
像
と
目
さ
れ
る
人
物
が
い

た
。
こ
の
作
品
は
一
六
九
五
年
に
焼
失
し
た
が
、
原
画
に
も
と
づ
い

て
制
作
さ
れ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
幸
い
に
も
遺
っ
て
い
る
。
後
に
観

察
す
る
が
、
そ
の
横
長
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
教
皇
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
背
後
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
方
に
視
線
を
向
け
て
い
る
人
物
（
図
4
）
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
自
画
像
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

二
〇
〇
九
年
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
ロ
ヒ
ー
ル
展
に
、︽
祈
る
男
と
老
婦
人
︾
と
い
う
縦
長
の
小
品
が
展
示
さ
れ
た
。
個
人
蔵
で

図
版
を
示
せ
な
い
が
、
ロ
ヒ
ー
ル
工
房
の
作
品
で
あ
り
、
ロ
ヒ
ー
ル
と
妻
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ホ
ッ
フ
ァ
ル
ツ
の
肖
像
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
元
は
お
そ
ら
く
二
連
画
で
あ
っ
て
、
左
翼
に
は
半
身
の
聖
母
子
像
な
い
し
ピ
エ
タ
像
が
あ
っ
た
。
そ
ち
ら
に
初
老

の
男
と
老
婦
人
が
視
線
を
向
け
て
合
掌
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

赤
い
服
を
着
た
初
老
の
男
は
、『
ア
ラ
ス
撰
集
』
に
お
け
る
ロ
ヒ
ー
ル
、
あ
る
い
は
コ
ー
ル
ト
の
版
画
の
ロ
ヒ
ー
ル
の
顔
と

似
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
手
本
に
し
て
描
い
た
肖
像
と
思
わ
れ
る
。
男
に
比
べ
る
と
年
長
に
見
え
る
老
婦
人
の
顔
は
、
い
っ
そ
う

リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
て
、
た
ぶ
ん
実
際
の
写
生
に
も
と
づ
く
生
前
の
肖
像
で
あ
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
が
亡
く
な
る
一
四
七
七

年
よ
り
前
、
一
四
七
〇
年
代
前
半
の
ロ
ヒ
ー
ル
工
房
の
制
作
で
、
画
業
を
継
い
だ
息
子
の
ピ
エ
ー
ル
の
手
に
な
る
亡
父
と
老
母

の
肖
像
画
と
推
察
さ
れ
る
。

図 4	 《トラヤヌス帝の正義》部分	
タペストリー、ベルン、	
歴史博物館



5

第 1 章 謎の前半生

二

ト
ゥ
ル
ネ
の
カ
ン
パ
ン
工
房

入

門

ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
は
ベ
ル
ギ
ー
の
南
西
部
、
フ
ラ
ン
ス
と
国
境
を
接
す
る
古
都
ト
ゥ
ル
ネ
に
生
ま

れ
た
。
当
時
の
ト
ゥ
ル
ネ
は
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
領
で
、
同
市
の
古
記
録
に
あ
る
画
家
の
名
前
は
、
ロ
ジ
ェ
・
ド
・
ル
・
パ
ス
ト
ゥ

ー
ル
で
あ
る（

（
（

。
ト
ゥ
ル
ネ
の
古
記
録
が
不
備
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
前
半
生
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
出
生
年
も
曖
昧
で
、

ト
ゥ
ル
ネ
の
一
四
三
五
年
の
記
録
に
は
三
五
歳
、
一
四
四
二
年
の
記
録
に
は
四
三
歳
と
あ
っ
て
、
一
三
九
九
年
か
一
四
〇
〇
年

の
生
ま
れ
か
決
め
難
い
。
父
親
は
ト
ゥ
ル
ネ
の
刃
物
職
人
ア
ン
リ
・
ド
・
ル
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
、
母
親
は
ア
ニ
ェ
ー
ス
・
ド
・

ヴ
ァ
ト
ル
ロ
で
あ
る
。

ロ
ヒ
ー
ル
は
、
一
四
二
七
年
三
月
五
日
、
ト
ゥ
ル
ネ
の
画
家
ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ン
（
一
三
七
五
頃
～
一
四
四
四
）
の
工
房

の
徒
弟
と
な
っ
た
。
き
わ
め
て
遅
い
入
門
で
、
一
四
二
六
年
頃
に
は
す
で
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
富
裕
な
靴
職
人
の
娘
エ
リ
ザ
ベ

ー
ト
・
ホ
ッ
フ
ァ
ル
ツ
（
一
四
〇
五
頃
～
七
七
）
と
結
婚
し
て
い
る
。
妻
と
な
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
カ
ン
パ
ン
の
妻
エ
リ
ザ

ベ
ー
ト
と
血
縁
関
係
が
あ
り
、
そ
の
縁
に
よ
る
入
門
だ
っ
た
よ
う
だ
。
長
男
の
コ
ル
ネ
イ
ル
（
一
四
二
七
頃
～
七
三
）
が
生
ま

れ
た
の
は
、
た
ぶ
ん
入
門
し
た
年
だ
っ
た
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
遅
い
入
門
な
の
か
。
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
別
の
画
家
な
い
し
彫
刻
家
の
工
房
に
入
っ
て
い

た
の
か
、
画
業
を
志
す
前
に
何
ら
か
の
職
に
つ
い
て
い
た
の
か
、
前
半
生
は
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
父
親
は
刃
物
職
人
で
あ

り
、
ト
ゥ
ル
ネ
は
墓
碑
彫
刻
な
ど
が
盛
ん
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
以
前
は
彫
刻
家
の
道
を
歩
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。
彼
の
初

期
の
堅
固
な
様
式
は
彫
刻
と
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
し
、
晩
年
ま
で
墓
碑
彫
刻
の
彩
色
や
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
い
た
よ

う
で
、
彫
刻
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
様
式
は
師
の
カ
ン
パ
ン
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
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も
あ
っ
た
。
ト
ゥ
ル
ネ
は
ま
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
産
業
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
下
絵
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ド
ル
の
画
家
は
修
業
期
に
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
の
修
練
を
積
む
の
が
常
だ
っ
た
の
で
、
ダ
ー
ネ
ン
ス
が
推
測
す
る
よ
う

に
、
若
い
ロ
ヒ
ー
ル
は
ト
ゥ
ル
ネ
で
ま
ず
そ
の
基
礎
技
術
を
学
び
、
つ
い
で
ヘ
ン
ト
の
ヒ
ュ
ー
ベ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク

（
一
四
二
六
年
没
）
の
工
房
で
油
彩
技
術
を
学
ん
だ
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。
そ
の
仮
説
は
ヒ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
死
と
カ
ン
パ
ン
工
房
へ
の

入
門
が
接
近
し
て
い
る
だ
け
に
興
味
深
い
が
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ロ
ヒ
ー
ル
と
同
門
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ダ
レ
（
一
四
〇
五
頃
～
六
八
頃
）
は
、
一
四
一
八
年
に
カ
ン
パ
ン
の
工
房
に
入
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
徒
弟
に
な
っ
た
の
は
ロ
ヒ
ー
ル
と
同
じ
く
一
四
二
七
年
で
あ
る
。
当
時
の
徒
弟
制
度
は
い
わ
ば
選
抜
制
で
あ
っ
て
、
才

能
あ
る
者
だ
け
が
助
手
に
近
い
形
で
徒
弟
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
徒
弟
に
も
諸
段
階
が
あ
っ
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
述
べ
る

よ
う
に
、「
実
際
の
徒
弟
と
制
度
上
の
徒
弟
」
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。

一
四
二
〇
年
代
は
ト
ゥ
ル
ネ
に
と
っ
て
苦
難
の
時
代
で
、
一
四
二
三
年
に
は
貴
族
に
対
す
る
職
人
た
ち
の
暴
動
が
起
こ
り
、

都
市
の
経
済
は
弱
体
化
し
て
い
た
。
一
四
二
六
年
に
は
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
、
都
市
の
疲
弊
を
さ
ら
に
強
め
た
。
そ
う
し
た
社

会
不
安
の
た
め
に
画
家
組
合
が
正
常
に
機
能
せ
ず
、
そ
れ
が
正
規
の
入
門
を
妨
げ
る
要
因
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

カ
ン
パ
ン
の
門
下
生
と
な
る
前
年
、
一
四
二
六
年
一
一
月
一
七
日
に
、「
ロ
ジ
ェ
・
ド
・
ル
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
親
方
」
が
ト

ゥ
ル
ネ
市
か
ら
栄
誉
の
ワ
イ
ン
の
贈
り
物
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
親
方
の
肩
書
は
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
画
家

と
は
無
関
係
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
人
で
あ
る
可
能
性
も
な
し
と
し
な
い
。
一
四
二
六
年
三
月
二
八
日
、
亡
父
ア
ン
リ

の
ト
ゥ
ル
ネ
の
家
が
売
却
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
ロ
ヒ
ー
ル
は
不
在
だ
っ
た
。
ど
こ
に
い
た
か
明
白
で
な
い
が
、
そ
の
頃
に
結

婚
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
父
の
死
を
ひ
と
つ
の
契
機
に
帰
郷
し
、
そ
の
折
に
何
ら

か
の
業
績
の
た
め
か
、
そ
れ
と
も
結
婚
祝
い
だ
っ
た
か
、
市
か
ら
ワ
イ
ン
を
受
け
た
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
。

カ
ン
パ
ン
の
工
房
に
入
る
前
の
ロ
ヒ
ー
ル
の
足
取
り
は
依
然
と
し
て
謎
で
あ
る
。
し
か
し
入
門
時
が
二
七
歳
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
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基
礎
の
技
量
を
身
に
つ
け
る
た
め
で
な
く
、
画
家
と
し
て
の
正
規
の
資
格
を
得
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
助
手
と
し
て
カ
ン
パ
ン

の
工
房
に
入
っ
た
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

徒
弟
時
代

一
四
二
七
年
三
月
五
日
、
カ
ン
パ
ン
の
工
房
に
入
門
し
た
ロ
ヒ
ー
ル
は
、
そ
こ
で
五
年
余
の
徒
弟
時
代
を
す
ご
し
た
。
徒
弟

期
間
は
四
年
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
正
規
の
期
間
を
終
え
た
わ
け
だ
が
、
や
は
り
助
手
と
し
て
活
動
し
た
時
期
と
み
た

ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

師
の
ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ン
は
謎
め
い
た
画
家
で
、
た
ぶ
ん
一
三
七
五
年
頃
に
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
で
生
ま
れ
た
。
一
四
二

二
年
の
ト
ゥ
ル
ネ
市
の
記
録
に
四
七
歳
と
あ
る
。
市
の
記
録
に
初
め
て
カ
ン
パ
ン
の
名
が
出
る
の
は
一
四
〇
五
／
六
年
で
、
祭

壇
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。
一
四
一
〇
年
末
に
は
ト
ゥ
ル
ネ
の
市
民
権
を
得
て
、
一
四
二
三
年
に
ト
ゥ
ル
ネ
の
画
家
組
合
長

に
選
出
さ
れ
る
。
カ
ン
パ
ン
の
充
実
し
た
活
動
期
は
一
四
二
〇
年
代
で
、
名
の
知
ら
れ
た
徒
弟
だ
け
で
も
四
人
を
数
え
、
一
四

三
〇
年
あ
た
り
が
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
カ
ン
パ
ン
の
確
実
な
絵
画
作
品
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
カ
ン
パ
ン
と
同
定
さ
れ
る
「
フ

レ
マ
ー
ル
の
画
家
」
の
作
品
は
二
〇
点
ほ
ど
遺
る
。
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
を
カ
ン
パ
ン
と
同
定
す
る
見
解
に
異
論
が
な
く
も
な

い
。
そ
の
詮
索
は
後
述
す
る
と
し
て
、
本
書
で
は
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
＝
ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ン
と
み
な
し
て
論
を
進
め
る
。 

デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
宮
廷
美
術
で
展
開
さ
れ
た
国
際
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
対
し
、
一
四
二
〇
年
代
に
入
っ
て
写
実
に
も
と
づ
く
地
方

様
式
で
対
抗
し
た
画
家
が
、
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
＝
カ
ン
パ
ン
だ
っ
た
。
線
を
重
ん
じ
る
優
美
な
国
際
様
式
と
ち
が
っ
て
、
カ

ン
パ
ン
は
量
感
や
質
感
の
あ
る
造
形
を
心
が
け
た
。
彫
塑
性
、
実
在
性
を
重
ん
じ
、
質
朴
な
写
実
で
聖
な
る
物
語
世
界
を
描
い

た
画
家
だ
っ
た
。

試
み
に
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
国
際
様
式
を
代
表
す
る
、
メ
ル
キ
オ
ー
ル
・
ブ
ル
ー
デ
ル
ラ
ム
（
活
動
期
一
三
八
一
～
一
四
〇
九
）
の

《
シ
ャ
ン
モ
ル
修
道
院
の
木
彫
祭
壇
扉
絵
》（
図
5
）
に
お
け
る
受
胎
告
知
の
場
面
と
、
同
じ
主
題
を
扱
っ
た
ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ン
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パ
ン
の
︽
メ
ロ
ー
デ
祭
壇
画
︾（
図
6
）
の
中
央
画
と
を
比

較
し
よ
う
。
ブ
ル
ー
デ
ル
ラ
ム
は
受
胎
告
知
の
舞
台
を
、
イ

タ
リ
ア
風
の
宮
殿
の
ロ
ッ
ジ
ア
に
定
め
、
マ
リ
ア
を
細
身
の

優
美
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
描
く
。
平
面
処
理
し
た
人
体
の

線
が
美
し
く
、
シ
エ
ナ
派
の
流
れ
を
汲
む
洗
練
さ
れ
た
美
し

い
図
像
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
カ
ン
パ
ン
は
舞
台
を

身
近
な
フ
ラ
ン
ド
ル
の
家
屋
の
居
間
に
定
め
る
。
奥
行
感
の

あ
る
そ
の
居
間
に
は
、
暖
炉
や
円
卓
、
水
差
し
な
ど
の
家
具

調
度
品
が
こ
ま
ご
ま
と
配
さ
れ
、
即
物
的
な
写
実
の
度
合
い

を
強
め
て
い
る
。
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
告
知
を
受
け
る
マ

リ
ア
は
重
量
感
が
あ
り
、
恰
幅
の
よ
い
素
朴
な
町
娘
と
い
っ

た
印
象
で
あ
る
。

堅
固
な
形
態
、
奥
行
の
あ
る
空
間
構
成
、
身
近
な
事
物
の

再
現
、
光
と
影
の
効
果
、
そ
う
し
た
カ
ン
パ
ン
の
写
実
の
追

求
に
し
た
が
っ
た
弟
子
た
ち
が
、
ロ
ヒ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
デ

ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ダ
レ
で
あ
っ
た
。
ロ
ヒ
ー

ル
は
、
師
の
自
然
主
義
、
斬
新
な
触
覚
値
の
探
求
に
共
鳴
し

た
。
現
実
空
間
の
再
現
、
量
感
の
あ
る
人
体
の
追
求
は
、
絵

画
上
の
革
新
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

ロ
ヒ
ー
ル
か
ら
二
か
月
ほ
ど
遅
れ
て
親
方
と
な
っ
た
ジ
ャ

図 5	 メルキオール・ブルーデルラム《シャンモル修道院の木彫祭壇扉絵》
1394-99、テンペラ、ディジョン美術館
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ッ
ク
・
ダ
レ
の
絵
画
が
四
点
遺
っ
て
い
る
。
元
は
ア
ラ
ス
の
ヴ
ァ
ー
ス

ト
修
道
院
の
木
彫
祭
壇
（
ア
ラ
ス
の
祭
壇
）
の
扉
絵
の
四
点
で
、
親
方

に
な
っ
た
直
後
の
一
四
三
二
～
三
五
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
。
主
題
は
聖

母
伝
に
も
と
づ
き
、〈
聖
母
の
エ
リ
ザ
ベ
ツ
訪
問
〉〈
キ
リ
ス
ト
降
誕
〉

〈
マ
ギ
の
礼
拝
〉〈
神
殿
奉
献
〉（
図
7
）
で
あ
る
。
そ
の
上
方
に
あ
っ

た
二
点
の
パ
ネ
ル
か
ら
な
る
〈
受
胎
告
知
〉
は
失
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も

構
成
や
様
式
、
説
話
主
題
の
扱
い
な
ど
で
、
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
の
作

風
と
類
似
し
て
お
り
、
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
＝
カ
ン
パ
ン
説
の
根
拠
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
ヒ
ー
ル
も
ま
た
カ
ン
パ
ン
の
工
房
で
多
く

を
学
び
、
そ
れ
を
後
年
の
制
作
に
反
映
さ
せ
た
。
ダ
レ
が
扱
っ
た
こ
の

五
つ
の
主
題
を
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
す
べ
て
初
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
作

品
で
扱
っ
て
い
る
。

一
四
二
七
年
一
〇
月
一
八
日
、
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
は
ト
ゥ
ル

ネ
市
を
訪
れ
、
市
か
ら
誉
れ
の
ワ
イ
ン
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
日
は
画

家
組
合
ゆ
か
り
の
聖
ル
カ
の
祝
祭
日
で
あ
り
、
彼
は
カ
ン
パ
ン
の
工
房

を
訪
れ
、
入
門
し
た
ば
か
り
の
ロ
ヒ
ー
ル
と
も
面
識
を
も
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
は
翌
年
三
月
二
三
日
に
も
ト
ゥ
ル
ネ
を
訪
れ

て
い
る
。
徒
弟
時
代
の
み
な
ら
ず
、
生
涯
を
と
お
し
て
ロ
ヒ
ー
ル
は
、

カ
ン
パ
ン
と
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

カ
ン
パ
ン
は
政
治
に
関
わ
っ
た
画
家
で
、
一
四
二
五
～
二
七
年
に
は

図 6	 ロベール・カンパン《メローデ祭壇画》中央、1420 年代、ニューヨーク、
メトロポリタン美術館クロイスターズ
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図 7	 ジャック・ダレ《アラスの祭壇扉絵》1432-35
	 上左〈聖母のエリザベツ訪問〉ベルリン、国立絵画館
	 上右〈キリスト降誕〉マドリード、ティッセン・ボルネミサ美術館
	 下左〈マギの礼拝〉ベルリン、国立絵画館
	 下右〈神殿奉献〉パリ、プチ・パレ
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ト
ゥ
ル
ネ
の
市
長
職
の
一
人
だ
っ
た
。
一
四
二
九
年
の
政
治
裁
判
で
証
言
を
拒
み
、
罰
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
・
ジ
ル
へ
の

巡
礼
を
科
せ
ら
れ
た
。
実
際
に
巡
礼
に
行
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
絵
画
制
作
に
支
障
を
き
た
し
た
は
ず
で
あ
る
。
工
房

へ
の
注
文
を
さ
ば
く
た
め
に
、
親
方
の
代
理
と
し
て
工
房
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
始
め
、
い
く
つ
か
の
類
似
作
品
を
生
ん
だ
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

一
四
二
九
年
の
巡
礼
の
罰
に
加
え
て
、
一
四
三
二
年
に
は
そ
の
不
道
徳
な
私
生
活
を
非
難
さ
れ
て
再
び
裁
判
に
か
け
ら
れ
、

一
年
間
の
追
放
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
追
放
令
は
や
が
て
取
り
消
さ
れ
た
が
、
そ
の
痛
手
は
前
回
以
上
に
大
き
く
、
カ
ン
パ
ン

は
工
房
を
一
時
的
に
せ
よ
閉
鎖
し
た
。
ロ
ヒ
ー
ル
や
ジ
ャ
ッ
ク
・
ダ
レ
が
こ
の
年
に
自
立
し
た
親
方
に
な
っ
た
の
は
、
徒
弟
期

間
を
終
え
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
事
件
と
無
縁
で
は
な
い
。
そ
の
後
カ
ン
パ
ン
の
工
房
は
再
開
さ
れ
、
一
四
四
一
年
ま
で
ト

ゥ
ル
ネ
に
お
け
る
活
動
記
録
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
勢
い
は
弱
ま
っ
た
よ
う
で
、
新
規
の
徒
弟
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。

自
立
し
た
親
方

一
四
三
二
年
八
月
一
日
、
ト
ゥ
ル
ネ
の
画
家
組
合
に
親
方
と
し
て
登
録
さ
れ
た
と
き
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
三
二
歳
か
三
三
歳
で
あ

っ
た
。
一
人
娘
の
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
（
一
四
三
二
頃
～
五
〇
）
が
生
ま
れ
た
の
は
そ
の
頃
で
、
す
で
に
一
男
一
女
の
父
親
に
な
っ

て
い
た
。
長
男
の
コ
ル
ネ
イ
ル
は
画
家
の
道
を
歩
ま
ず
、
一
四
四
五
年
か
ら
四
八
年
ま
で
ル
ー
ヴ
ェ
ン
大
学
で
学
ん
だ
後
、
一

四
四
九
年
頃
に
エ
ノ
ー
州
エ
リ
ン
ヌ
の
カ
ル
ト
ゥ
ジ
オ
会
修
道
院
に
入
り
、
一
四
七
三
年
に
死
去
す
る
ま
で
修
道
士
と
し
て
生

涯
を
す
ご
し
た
。
長
男
と
の
関
わ
り
か
ら
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
晩
年
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
近
郊
ス
ヘ
ウ
ト
の
カ
ル
ト
ゥ
ジ
オ
会
修
道
院

に
大
作
を
寄
贈
し
、
ま
た
土
地
購
入
の
資
金
も
預
託
し
て
い
る
。

親
方
に
な
っ
た
一
四
三
二
年
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
史
に
燦
然
と
輝
く
、
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
の
合
作
に
な
る
︽
ヘ
ン

ト
の
祭
壇
画
︾（
図
8
）
が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
大
祭
壇
画
を
見
る
た
め
に
ヘ
ン
ト
を
訪
れ
、
さ
ら
に
一
四
三
〇
年
か
ら
ブ

リ
ュ
ー
ジ
ュ
を
活
動
の
拠
点
と
し
た
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の
工
房
を
訪
ね
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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三 「二人のロヒール」をめぐって

ヘ
ン
ト
の
シ
ン
ト
・
ヤ
ン
聖
堂
（
今
日
の
シ
ン
ト
・

バ
ー
フ
ス
大
聖
堂
）
の
私
設
礼
拝
堂
に
置
か
れ
た
こ
の

祭
壇
画
を
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
驚
嘆
の
思
い
で
眺
め
、
そ
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
、
巨
視
的
な
対
象
把
握
、
微
視
的
な
細
密
描
写
、

輝
か
し
い
色
彩
、
深
い
空
間
表
現
、
卓
越
し
た
自
然
描

写
、
微
妙
な
明
暗
の
色
調
、
そ
れ
ら
は
画
家
と
し
て
進

む
べ
き
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。
事
実
、
ロ
ヒ
ー
ル
は

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
落
ち
着
い
た
後
、
こ
の
祭
壇
画
を
念

頭
に
お
い
た
大
祭
壇
画
を
制
作
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

視
覚
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
可
能
な
限
り
追
求
す
る
ヴ
ァ

ン
・
エ
イ
ク
は
、
徹
底
し
た
「
眼
の
画
家
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
別
の
道
を
模
索
す
る
こ
と

に
な
る
。

自
立
し
た
親
方
に
な
っ
て
か
ら
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
師
の

カ
ン
パ
ン
の
堅
固
な
造
形
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
ヴ
ァ

ン
・
エ
イ
ク
の
斬
新
な
視
覚
世
界
か
ら
刺
激
を
得
て
い

た
。
彼
ら
の
絵
画
が
ロ
ヒ
ー
ル
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ

と
は
、
一
四
三
〇
年
代
の
初
期
作
品
に
よ
っ
て
も
明
ら

か
で
あ
る
。
じ
つ
は
写
本
彩
飾
画
家
と
し
て
出
発
し
た

図 8	 ヴァン・エイク兄弟《ヘントの祭壇画》1432、ヘント、シント・バーフス大聖堂
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第 1 章 謎の前半生

ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
に
し
て
も
、
一
四
三
〇
年
代
が
板
絵
を
中
心
に
数
多
の
佳
作
を
生
む
真
の
活
動
期
で
あ
っ
た
。

ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
神
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
モ
ラ
ヌ
ス
（
一
五
三
三
～
八
五
）
は
、
市
の
歴
史
を
綴
る
晩
年
の
著
作
で
「
ロ
ヒ
ー
ル

親
方
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
市
民
で
画
家
」
と
記
し
て
い
る（

（
（

。
そ
れ
は
モ
ラ
ヌ
ス
の
誤
解
と
い
え
る
が
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
弩
弓
手
組

合
か
ら
︽
十
字
架
降
下
︾
の
依
頼
を
受
け
た
の
が
一
四
三
四
年
頃
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
こ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
と
の
推
測
も

成
り
立
つ
。
し
か
し
、
古
記
録
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
自
立
後
の
数
年
は
引
き
続
き
ト
ゥ
ル
ネ
に
工
房
を
構
え
、
そ
こ
を
活
動

の
拠
点
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
研
鑽
を
積
む
た
め
に
フ
ラ
ン
ド
ル
各
地
を
遍
歴
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。




